






























採っていたというよりは、むしろ統治能力や同化力の欠如といった消極的な理由がすくなからずあったことも事実 ある。なかでも中央 ジア 統治めぐっては、こうした点が顕著 認められる。宇山智彦は 同地域へ ロシア正教の布教と徴兵制の導入に関する考察において、 「ロシア軍人や行政官たちの根底には中央アジア諸民族への猜疑心があり、そのため彼らは無理な統合・ロシア化を進めるよりは、むしろその時点での消極 安定 保とうとしていた」と指摘する
（
5）。果たしてロシア帝国は、中央アジアにおいて




























紀初頭にかけて、知識人が新たな指導者層と て確実に成長 つつあっ カザフやウズベクなどとは違い、クルグズ社会では知識人層の発達 きわめて遅れていた。二〇世紀初頭に至るまで クルグズ社会内部で 質的な指導者として大きな存在感を有していたのは、 「マナプ」 （
m
anap ）という称号で呼













帝国に統合されていた背景を考えてみる時、そこに浮かびあがってくるのは、ロシア帝国と現地社会との いだに立ちその仲介者となった人々の存在である。このような、帝国支配 「協力者」 、すなわちコラボレーターは、一九七二年に発表されたロナルド・ロビンソンの著名な論文「ヨーロッパ帝国主義の非ヨー ッパ的基盤」をはじめとして
（
7）、欧米のアジア・アフリ















に従順ないわば「道具」であったとい ことはできない。宇山も指摘す ように、そうした協力の背景 はロシア国家におけるカザフ人の権利向上といった意図が存在していたのであり、彼ら 「協力」とは、そうした戦略もとに行なわれた政治的バーゲニングとして位置づけられ べきであろう
（
12）。このように、帝国による支配を一方向的に捉えるのではなく、帝国








とで消滅することはなかった。以後半世紀以上に及ぶロシア統治のなかで、マナプは非公式な存在として、むしろ大き 存在感を保ち続けたのである。その背景として指摘できるのが、ロシア統治の脆弱性や不備である。端的言って、ロシア帝国は半世紀に及ぶ直轄統治においてクルグズ遊牧社会 内部にロシア権力を浸透させ、それを直接的に把握することはできなかった。そしてマナプは、こう たロシア帝国 統治能力の低さを補完する存在り続けた。 い換えれば、こうした不完全 統治こそが、二〇世紀に入ってもなおマナプが 統治の実質的な仲介者 て存続することを可能 した重要な条件だったのである。
もちろん、ロシア帝国はマナプに対して全く干渉せず、彼らの活動を放任


























にない遊牧民にし は珍しく、シャブダンに関しては比較的多くの史料が残されている。それらの大部分を占めるのはロシア帝国側によって作成された公文書であり、そこ 記されるのはあくまでもロシア権力の目に映ったシャブダンの姿であ 従ってこれらの史料は、ロ ア支配の道具としてのシャブダン像を構築する危うさ もはらんでいる。しかし、前稿ですで 指摘したことではあるが、シャブダンの動向を精密かつ包括的に検討すれば、それがロシアとの単純な二者関係の枠組みでは到底捉えき ことのできない、豊富な含蓄を有してい ことが明白である。
筆者は前稿において、一九世紀中期から、ロシア帝国による中央アジアの
征服が進展した一八七〇年代末ま の時期を中心として、このシャブダンの動向を考察し、彼が自らが有する軍事的資質をロシア帝国へ 「軍事奉仕」として活用しながらも、現地遊牧社会においては、伝統的な遊牧英雄「バートゥル」としての権威を維持していたこと、換言すれば、ロシア帝国とクルグズ双方にとって受容可能な形で軍事指導者とし の役割を果たしていたことをあきらかにした。この成果を踏まえたうえで本稿では 前稿では検討が不十分で った時期、すなわち征服戦争が終結 一八八〇年代初頭から、帝政崩壊前夜の一九一六年に至るまでの時期に重点を置き 前稿脱稿後 入手した新たな史料や図像を加味しつつ、その動向について改め 検討してみたい。
本稿の具体的な構成は以下のようになる。まず第一章では、一八八〇年代





























貴族層として認知する一方で、中央アジアの軍事征服が終了する一八八〇年代初頭以降になると、多かれすくなかれマナプを植民地統治の「障害」と見なすようになった。マナプたちに対する、いわば「外部」からの評価がそようであったとする らば この当時彼らはクルグズ社会内部においてはどのように位置づけられていたのか、また彼ら自身はどのような動きを示したのか。以下 は、まずこの点について確認しておこう。
ロシア統治が進展するなかでのマナプの動向について考える際、その手が








が生じた際に、いかにして自分にしたがわせるか、郷が争った際にいかにして反対者 ちを抑えるか――こういっ すべてのこ について子供 教える。若きマナプ（
yāsh m
anāp ）が民衆からうまく奪ったならば、クルグズ
























も、彼らの権威は必ずしも盤石なものではなかったと考えられる。と うのも、前稿でも指摘したように、マナプの権威の源 、掠奪や外敵 らの保護といった軍事指導者と ての役割を果たすことにあったのであり
（
29）、それ
が実質的に不可能な時代状況に は、民衆から支持や服従を獲得することは決して容易ではなかったと推察されるからである。このことに関して「クルグズについて」からの上述の引用では、民衆をしたがわせ、彼らから徴発を行なうこ にすくなか ぬ執着を抱く たちの姿 描出されるが、それは、マナプにとって民衆をし がえるこ が 現実的には決して容易ではなかったことの現れであるともいえよう。
他方、民衆の側にとっても、もはや軍事指導者としての役割を実質上果た
していないマナプたちに対して、従来どおり服従し、そ 徴発に応じることに疑問や不満を抱いたとしても決して不思議ではあるまい このこと 関連して、一九世紀末以降、マナプによる徴発を訴える訴願がロシア軍政当局提出されていたことが特筆さ る。序章でも指摘したよう 、そうした訴願
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というクルグズの格言を引き、民衆にとって理想のマナプ＝バートゥルとは、 「与えるが、受け取らない」人物である点を指摘している。前章であきらかにしたように、こ 当時マナプのあいだでは、個人的な蓄財をはじめとして、こうした価値観に逆行するような傾向が顕著となっていた。シャブダンが息子たちを実業家として育成しようとして たことも、そ ような流れに対する迎合のひ つの現れであったと考えられる。
しかしその一方で、シャブダン自身は私的な貪欲さを忌避し、民衆に物惜

























を要求したのだろうか。シャブダン 要求は恐らくは口頭で行なわれたと考えられ、残念ながら、彼名義の書簡は管見の限り一切残されていない ただし、以下に記 、前述のシュタケリベルグ伯爵の書簡の件から シャブダンが年金の増額を要請するに至った背景がおぼろげなが 浮かびあが てくる。










































その成立背景については不明瞭な部分が多いものの、シャブダンの依頼を受けたムーサー・チャガタエフ いうひとりのクルグズが、一九〇九年から翌一九一〇年にかけて作成したことが知 れている。坂井弘紀が指摘す ように、中央ユーラシアにおいて、叙事詩が王権や支配層の権威 正当化 役割を果たしてきたことを踏まえれば
（
50）、シャブダンがこの叙事詩の作成を
依頼した背景には、自身の勇敢なバートゥルとしての資質をクルグズ社会に対してアピール ようとする意図が存在し いたものと考え れる。
シャブダンが生涯にわたってバートゥルという尊称とともに呼ばれていた
こと――クルグズ社会にあって「バートゥル」と称された人物は決 て多くはなかった――は、彼の没後『セミレチエ州公報』一九一二年四月一〇日号に掲載された訃報記事にも端的 反映されている。この新聞は、ロシア語欄とアラビア文字テュルク語で書かれた「現地語欄」 （
tuzem
nyi otdel ）を有す
るバイリンガル紙であったが そのロシア語版における訃報のタイト が「陸軍中佐シャブダン・ジャンタエーフの逝去」 （
O
 sm
erti Voiskovogo Starshiny 
28



















ナプをめぐるクルグズの見解と 、それが父から子へと自動的に世襲されるとする見解がある一方で、必ずしも世襲されるわけではな 、バートゥルとしての勇敢な資質が不可欠 あるとする見解もあったという
（
54）。さらに、











初頭という時代に至っ なお、遊牧的な勇敢さが首領 資質として求められていた。シャブダンが遊牧世界の伝統的な価値観に配慮 、むしろその体現者としての側面を強調した背景にはそのよう 事情があり、マナプたちが軍事指導者としての役割を事実上喪失するなかにあって、民衆に対する権威を維持しようとし ことの現れであると考えられる。
以上でみたように、シャブダンは遊牧的な資質を強調しつつも、その一方






権威を生涯にわたって保ち、またそれを強調 つづけた。その一方で、シャブダンは、当時のクルグズ社会で必ずしも支配的である は言い難かっ イスラームを熱心に信仰するとともに の敬虔で、ある意味「正しい」ムスリムとしての姿 民衆 示そうとしていた が窺える。実際に、前述 民族学者アブラ ゾンは、シャブダンが儀礼を厳格に遂行する様子を報告 ている。彼によれば、シャブダンは毎日夜明け前に起床して沐浴し、礼拝（ナマーズ）をあげていた。またある時、シャブダンがモスクで礼拝してい 最中に大きな地震が起こると、モスクにいた人々は、皆すぐさま外に避難 たが、シャブダンはただひとりモスクに残り 礼拝を最後までやり遂げたという
（
57）。イスラームに傾倒するシャブダンの逸話は、後述するようにこのほ






















































































というように、ほかのマナプたちも、ハッジによって自らの権威や影響力を維持しよ としていたことを指摘している。この 関連して、翌一九一一年にピシュペク郡長が郡内の査察に赴いた際に押収した、当時クルグズのあいだで出回っ たという「決議文」 （
prigovor ）は示唆的である。
同文は、まずその冒頭にお て以下のよう述べ









威の源泉を求めるようになったことは、中央アジアはもちろんのこと、ロシア帝国の枠組みをも超えたイスラーム世界としての広がりが彼らのなかで意識されるようになったことを示唆している。このことに関して、シャブダンの息子カマルは伝記のなかで以下のような興味深いエピソードを紹介している。それによれば、シャブダンはハッジに赴 た際、オスマン帝国のスルタンにヒジャーズ鉄道建設費用として二〇〇〇ルーブルを寄付し、スルタンから賞状（図６）と金メダルを授与された。ハッジから戻ると シャブダンセミレチエ州軍務知事の許可を得て、ロシアから授与され ほか メダルとともに、そのメダルをカフタンに身に帯びてい いう
（
73）。これはシャブ































































める一方で、自分自身で 独自にイスラーム式教育に取り組んでいたことを指摘したい。とりわけ彼は、いわゆる「新方式教育」 （ジャディード）運動に関与していた。よく知られるように、この運動は、ロシア帝国内 お てムスリムがロシア人 対等に渡り合うため は教育改革が不可欠であるとの認識から、伝統的な寺子屋形式のマクタ を改革して、イスラームの基礎に加え、母語とロシア語の読み書きや算数、歴史、地理などの世俗化科目を、教科書を用いて学年別に教える近代的な初等教育の導入を目指すものであった。それは当初、ヴォルガ・ウラル地方のタタール人を中心 展開され、二〇世紀に入るとタター 人の商業ネットワークにのって中央ア 普及した
（
83）。クルグズもこうした潮流と無関係ではありえなかった。このこ
とについて、オスマンアリーは 『シャドマーンに捧げし ルグズの歴史』のなかでつぎのよう 記して る。














向とその権威の様態について、クルグズの一首領であるシャブダンに焦点を当てて考察した。ロシア統治下におけるシャブダン 動向や権威は、彼のロシア帝国に対する軍事奉仕と引き替えに授与された陸軍中佐 いう軍位にくなからず起因していたことは否定できない。しかし 内実を詳細に検討すれば、それが必ず もロシア帝国とシャブダン いう二項関係の枠組みで説明がつくものではないことがあきらか ある。すなわち シャブダンの権威は、何よりもまず中央ユーラシア 遊牧的伝統 根ざした遊牧英雄、バートゥルとしての資質にもとづく のであった。とく 中央アジアの征服が終了し、マナプ 軍事指導者としての役割を実質上喪失してゆくな で、シャブダンがそうした遊牧的な権威をむ ろ強調し、その体現者であるこを現地社会にアピー ようとしていたことは興味深い事実であるといえる。
ところが、そうした従来の遊牧的権威に加えて、シャブダンはロシア統治
34
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が進展するなかでイスラーム世界との結びつきを強めてゆくこととなった。彼の晩年に冠せられた尊称、 「バートゥル・ハーッジー」は、まさにそれを象徴するものであったといえる。こうしたイスラーム的な権威の付加は、軍事指導者としての実質的な意味を喪失し、形骸化するマナプの権威をいわば補強するため 意味合いを有していた またそれは、シャブダンがロシア統治の仲介者のみならず、イスラームの代弁者としての役割を積極 に自認するようになったこと ひとつのあ われでもあっ とも考えられる。それでは、ロシア軍政当局はこうしてシャブダンがイスラーム世界との関わりめてゆくこと どのように対応した だろうか。本章ではこの点について確認したうえで、序章においても述べたように、シャブダンのそうした動向とロシア統治との相互作用について触れておきたい。
まず、三章の考察からもあきらかなように、ロシア軍政当局はシャブダン














































ようになった背景には、ロシア帝国がそれを助長 いた側面 すくなからずあったということを指摘しておかなければならない。シャブダンに限らず、ロシア帝国が意図せずし 現地民のイスラーム化 助長し という指摘は、前出のドゥホフスコイ はじめとして同時代のロシア軍人たちによっもなされていた。その顕著な事例と 、中央アジアにおける鉄道 敷設は、帝国中央への統合を強化するよりもむしろ 現地民のハッジ 促進し、イスラーム世界との結びつきを助長することになったというパラドクスがよく知られているが、シャブダン自身もロシア帝国が敷いた鉄道を乗り継 でハッジを行なったひとりであった。さらに、ロシア帝国がシャブダンに陸軍中佐位を授与した点も看過できない。ハッジ 赴く せよ モスクを建てにせよ、イスラームの代弁者としての体裁を整え ためには 当然 ことながら多額の資金が不可欠である。シャブダンがこ した活動を活発化させることができた背景には、陸軍中佐位に付随して支給され 年金を じめとして、ロシア帝国側から供与さ た金銭的援助 存在 大きかっ であろうことは想像に難くない。
さらにいえば、こうしたイスラーム的側面のみならず、シャブダンが終生










ロシア統治の、いわばひずみから生じたともいうべき、この「バートゥル・ハーッジー」という尊称は、すくなくともシャブダンの存命中はロシア帝国の支配に直接的な害を及ぼすことはなく、むしろシャブダンを介した属人的統治を遂行するうえで有効に作用した。また シャブダンの側 も、イスラームを旗印に に背こ などとは考えていなかっただろ 。むしろ、彼はあくまでも帝国統治体制 枠組みのなかで、新たなイスラーム潮流した教育の改善 構想していたものと考える が妥当だろう。しかし、一九一二年にシャブダンがこの世を去ると、状況は変化し ゆくこととなった。
ロシア軍政当局は、シャブダンを統治のコラボレーターとして重用した一




序章でも述べたように、同年、徴用令の発布を端にロシア帝国統治下 中央アジア全域において大規模な反乱が勃発 が、とりわけセミレチエ州南部のクルグズ人地域においては 土地収用への不満 背景 、反乱は激しい様相を呈した。こうし あって 民衆が反乱の指導者として担ぎあげたのは、ほかでもないシャブダンの息子たちであっ 。彼らを頭目とする反徒たちは、かつてシャブダンが建設し モスクで反乱 契り 結ぶ ともに、広い範囲に檄文を送付して たことが知られているが、それは「バートゥル・ハーッジー 名のもとに」反徒 結集 呼びか るものであった
（
95）。シャブダンというひとりの有力なコラボレーターは、生前は現地社
会で権威を保つことにより 間接的にロシア統治を補強する役割を果たしたが、皮肉なことにその死後 ロシア統治に対する反乱のシ ボルに転じ
36
























5） 宇山智彦「 『個別主義の帝国』ロシアの中央アジア政策――正教化と兵役の問題を中心に」 『スラヴ研究』五三号、二〇〇六年、五四頁。
（
6） 原語を引用する際は、ローマ字で転写して表記する。転写方法は 小松久男ほ
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an Paul, 2001, pp.77-98. また、アンディジャン蜂起をめぐる現地のムスリム知識人
の認識について、小松久男「聖戦から自治構想へ――ダール・アル・イスラームとしてのロシア領トルキスタン」 『西南アジア研究』六 号、二〇〇八年、五―九一頁を参照。
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kara-kirgiz ） あるいは「ディコカメンヌィ・キルギズ」 （
dikoka-
m






17） 秋山徹「クルグズ遊牧社会におけるロシア統治の成立――部族指導者「マナプ」の動向を手がかりとして」 『史学雑誌』一一九編八号、二〇一〇年、一―三五頁、同「クルグズ遊牧社会におけるロシア統治の展開――統治の仲介者としてのマナプの位置づけを中心に」 『スラヴ研究』五八号、二〇一一年 九―五九頁。
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no.240, 1913.  
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, f.44, op.1, d.8815, l.5ob., 6ob.
（
78） 一九〇六年八月にニジニ・ノヴゴロドで開催された第三回ロシア・ムスリム大会においても、トルキスタンとセミレチエにムスリム聖職者協議会を開設する決議がなされていた （小松「聖職者から自治構想へ」八一頁） 。
（






f.44, op.1, d.8815, l.6. ） 。それからさかのぼること約一〇年前の一八九三年に執筆










, f.64, op.1, d.5089, l.226ob. ） 。とはいえ、シャブダンがはたしてどの程度まで
シャリーアを理解・吸収し、二章で登場した「紙もペンもない官房」での裁きにおいてどのように運用していたのかということについては、史料を見いだせていないため、現時点では不明である。
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, f.44, op.1, d.22356, l. 1-3ob.
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, f.44, op.1, d.10253, l.28ob.
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, f.391, op.3, d.925, l.19.
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